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１．はじめに  

 箕面トンネル西工事（以下、本工事）では，トンネル掘

削に伴う周辺利水への影響を確認するとともに，トンネル

掘削時の安全性を考慮した水抜き対策等を目的として，下

り線の拡幅部より超長尺コントロ－ルボ－リング（L=700m）

を実施した（図－1）．この施工では，削孔時の機械デ－タ

に伴う岩盤力学デ－タ（削孔エネルギ－等）の自動計測が

可能な一方，水理状況に関するデ－タは湧水量・湧水圧と

もに口元での手測りのため，削孔先端付近での水理情報の

取得が困難であった．そこで，超長尺コントロ－ルボ－リ

ングに組み込むことが可能な削孔先端水圧および湧水量の

自動計測システム「スイリモ」を開発し 1），本工事で適用した．その結果，削孔深度に伴う湧水圧・湧水量の

連続デ－タが取得でき，切羽前方の水理状況評価の精度が向上した．本報文では，本工事でスイリモを適用し

た結果得られた湧水量・湧水圧の計測結果と，実際のトンネル掘削時に得られたその他のデ－タとの整合性に

ついて報告する． 

２．本工事の概要 

箕面トンネルは，新名神高速道路（高槻第一 JCT～神戸 JCT 全長 40.5km）のうち，大阪府箕面市北部を

東西に横断する全長 5km の道路トンネルである．そのうち本工事は，西側約 2.5km を施工するものであり，

地質は砂岩または砂岩優勢砂岩・頁岩互層が大部分を占め，一部で石英斑岩や流紋岩が貫入する（図－2）． 
T.D.1575m 付近では，高山川支沢と直交しているため，河川直下での大量湧水が懸念されていた．そこで，

T.D.1223m の拡幅部から切羽前方に約 700m の超長尺ボ－リングを実施し，スイリモを用いて地山の湧水状

況を調査しながら掘削管理を行った．  
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図－2 地質平面図および縦断図 
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図－1 超長尺ボ－リングの概要図 
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３．適用結果とその分析 
図－3にスイリモを適

用した結果得られた湧

水圧・湧水量デ－タと，

従来方法として孔口で

手測りにて計測した湧

水圧・湧水量デ－タを比

較したグラフを示す．ま

た，超長尺ボ－リングの

概要図と，超長尺ボ－リ

ング削孔に伴う削孔エ

ネルギ－の推移をそれ

ぞれ削孔深度毎に整理

したものを併せて示す．

なお，ボ－リング孔の崩

壊を防ぐため，削孔深度

280m まで掘削した後，

保孔のためのケ－シン

グを挿入している．削孔

深度 300m 付近におけ

る著しい湧水量の低下

は，ケ－シングの挿入に

よる通水断面の減少に

よるものである．また，一部の区間において，送水時の高水圧または削孔振動のため，先端水圧計が破損し水

圧デ－タが欠損となる場合があった． 
超長尺ボ－リングとそれに適用したスイリモでの計測の結果，図中の①～⑥に示す区間では，湧水圧もしく

は湧水量の上昇が確認されるとともに，削孔エネルギ－が低下傾向にあり，注意を要する区間であることが分

かった．これらの計測結果をもとに，同区間の下り線掘削時には，切羽観察や計測デ－タを注視しながら掘削

管理を行った． 
実際の切羽掘削時に確認された地質は，いずれの懸念箇所も，亀裂の発達や軟質な岩質が確認され，相対的

には他区間より脆弱な地山であった．掘削深度 235～255m 付近では孔崩れが発生し，セメンチングとリボ－

リングを実施したが突破するのに困難を伴った．これらの地質の硬軟は，超長尺ボ－リングの削孔エネルギ－

にもよく表れていた．さらに，①，③区間において，下り線切羽掘削時にも切羽からの滴水が確認され，実際

の水理状況とも合致していることが分かった．  
４． まとめ 

超長尺ボ－リング先端部での湧水圧測定技術と，口元湧水量の自動計測技術の 2 つの技術を組み合わせた湧

水状況計測システム「スイリモ」を開発し，本工事に適用した．この結果，ボ－リング調査で得られる地質情

報とスイリモから得られる水理情報を合わせて，湧水対策の要否検討に役立てることができた．また，スイリ

モによって得られた湧水区間における湧水圧と湧水量のデ－タは，実際の地質や水理状況と合致しており，そ

の精度の良さも確認することができた．  
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図－3 削孔深度に対する湧水圧・湧水量・地質情報 
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